
不透過型砂防堰堤が土砂の流れを調節する働き

➀不透過型砂防堰堤は、土砂で一杯に
なっていても、効果がなくなるわけでは
ありません。
堰堤の上流側では、土砂がたまって川
の勾配がゆるくなり、川幅も広がるため、
水が流れるスピードも遅くなります。

②大雨と一緒に大量の土砂が流れてくると、
川の勾配がゆるい堰堤の上流側で水の
スピードが遅くなり、既にたまっていた土
砂の上にさらに大きく一部の土砂が積
もってたまります。

③上にたまった土砂はその後、雨が降る
たびに水の力で削られ、少しずつ下流
に流れ出ていきます。（その後、大雨が
降ると再び②のように大きく積もってた
まります。）
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